
学習指導要領における「環境教育」に関わる主な内容の比較

新学習指導要領（平成20年告示） 旧学習指導要領（平成10年告示）
小学校 総 則 ○環境の保全に貢献し未来を拓く主体 ○未来を拓く主体性のある日本人を育

性のある日本人を育成するため，そ 成するため，その基盤としての道徳
の基盤としての道徳性を養う 性を養う

社会科 （３・４学年） （３・４学年）
○飲料水，電気，ガスの確保や廃棄物 ○飲料水，電気，ガスの確保や廃棄物
の処理と自分たちの生活や産業との の処理と自分たちの生活と産業との
かかわり かかわり

○節水や節電などの資源の有効な利用 （新設）
○自然環境、伝統や文化などの地域の （新設）
資源を保護・活用している地域

（５学年） （５学年）
○公害から国民の健康や生活環境を守 ○公害から国民の健康や生活環境を守
ることの大切さ ることの大切さ

○国土の保全などのための森林資源の ○国土の保全や水資源の涵養のための
働き及び自然災害の防止 森林資源の働き

理科 ○自然環境を大切にし、その保全に寄 ○自然環境を大切にする心やよりよい
与しようとする態度（内容の取扱 環境をつくろうとする態度（内容の
い） 取扱い）

（第３学年）
○身近な自然の観察 （新設）

（第６学年）
○生物間の食う食われるという関係な （新設）
どの生物と環境とのかかわり

生活科 （１・２学年） （１・２学年）
○自分と身近な動物や植物などの自然 ○自分と身近な動物や植物などの自然
とのかかわりに関心をもち，自然の とのかかわりに関心をもち，自然を
すばらしさに気付き，自然を大切に 大切にすること
すること

家庭科 （５・６学年） （５・６学年）
○自分の生活と身近な環境とのかかわ ○環境に配慮した自分の家庭生活の工
りに気付き，物の使い方などを工夫 夫

体育科 （３・４学年） （３・４学年）
○健康の状態は，主体の要因や周囲の (新設)
環境の要因がかかわっていること

○健康に過ごすには，生活環境を整え ○健康に過ごすためには，生活環境を
ることが必要であること 整えることが必要であること

道徳 （５・６学年） （５・６学年）
○自然環境を大切にする ○自然環境を大切にする

総合的 ○体験活動，観察・実験,見学や調査， ○観察・実験，見学や調査，発表や討
な学習 発表や討論などの学習活動 論など体験的な学習，問題解決的な
の時間 学習

特別活 ○学級活動，児童会活動，学校行事 ○学級活動，児童会活動，学校行事
動

※ は平成２０年告示において充実した内容
※ 小学校の新学習指導要領は平成23年度から、中学校は平成24年度からそれぞれ全面実施。



新学習指導要領(平成20年告示) 旧学習指導要領(平成10年告示)

中学校 総 則 ○環境の保全に貢献し未来を拓く主体 ○未来を拓く主体性のある日本人を育

性のある日本人を育成するため，そ 成するため，その基盤としての道徳

の基盤としての道徳性を養う 性を養う

社会科 （地理的分野） （地理的分野）

○世界の人々の生活や環境の多様性 （新設）

○環境やエネルギーに関する課題 ○環境やエネルギーに関する課題

○自然環境が地域の人々の生活や産業 （新設)

と関係をもっていること

○持続可能な社会の構築のため，地域 （新設）

における環境保全の取組の大切さ

（公民的分野） （公民的分野）

○公害の防止など環境の保全 ○公害の防止など環境の保全

○地球環境，資源・エネルギーなどの ○地球環境，資源・エネルギー問題に

課題解決のための経済的，技術的な ついて課題学習

協力の大切さ

○持続可能な社会の形成の観点から解 （新設）

決すべき課題の探究

理科 （第１分野） （第１分野）

○日常生活や社会における様々なエネ （新設）

ルギー変換の利用

○人間は，水力，火力，原子力などか ○人間が利用しているエネルギーには

らエネルギーを得ていること，エネ 水力,火力，原子力など様々あるこ

ルギーの有効利用の大切さ と，エネルギーの有効利用の大切さ

○放射線の性質と利用 （新設）

（第１分野，第２分野）

○自然環境の保全と科学技術の利用の ○環境との調和を図った科学技術の発

在り方について科学的に考察（必 展の必要性（２分野「自然と人間」

修） との選択）

○持続可能な社会をつくることの重要

性の認識（必修）

（第２分野） （第２分野）

○自然環境を調べ，様々な要因が自然 ○自然環境を調べ，自然環境は自然界

界のつり合いに影響していることの のつり合いの上に成り立っているこ

理解 との理解

○自然環境保全の重要性の認識 ○自然環境保全の重要性の認識

○地球温暖化，外来種



新学習指導要領(平成20年告示) 旧学習指導要領(平成10年告示)

中学校 保健体 （保健分野） （保健分野）

育科 ○環境の保全に十分配慮した廃棄物の ○環境の保全に十分配慮した廃棄物の

処理の必要性 処理の必要性

○地域の実態に即して公害と健康の関 ○地域の実態に即して公害と健康の関

係を取り扱う 係を取り扱う

技術・ （技術分野） （技術分野）

家庭科 ○技術の進展が資源やエネルギーの有 ○技術の進展がエネルギーや資源の有

効利用，自然環境の保全に貢献 効利用，自然環境の保全に貢献

○生物の育成環境と育成技術、生物育 ○作物の栽培（選択）

成に関する技術を利用した栽培又は

飼育（必修）

（家庭分野） （家庭分野）

○自分や家族の消費生活が環境に与え ○自分の生活が環境に与える影響につ

る影響について考え，環境に配慮し いて考え，環境に配慮した消費生活

た消費生活について工夫し，実践で の工夫

きること

道徳 ○自然の愛護 ○自然の愛護

総合的 ○体験活動，観察・実験,見学や調査， ○観察・実験，見学や調査，発表や討

な学習 発表や討論などの学習活動 論など体験的な学習，問題解決的な

の時間 学習

特別活 ○学級活動，生徒会活動，学校行事 ○学級活動，生徒会活動，学校行事

動

※ は平成２０年告示において充実した内容

※ 小学校の新学習指導要領は平成23年度から、中学校は平成24年度からそれぞれ全面実施。



学習指導要領における「環境教育」に関わる主な内容の比較

新学習指導要領(平成21年告示) 旧学習指導要領(平成11年告示)

高等学 総 則 ○環境の保全に貢献し未来を拓く主体 ○未来を拓く主体性のある日本人を育

校 性のある日本人を育成するため，そ 成するため，その基盤としての道徳

の基盤としての道徳性を養う 性を養う

地理歴 （世界史Ａ） （世界史Ａ）

史科 ○持続可能な社会への展望について歴 （新設）

史的観点からの探究

（世界史Ｂ） （世界史Ｂ）

○環境や資源・エネルギーをめぐる問 （新設）

題などの考察

○持続可能な社会への展望について歴 （新設）

史的観点からの探究

（地理Ａ） （地理Ａ）

○環境、資源・エネルギーなどの問題 ○環境、資源・エネルギーなどの問題

から、持続可能な社会の実現を目指 から、各国の取組、国際協力の必要

した各国の取組、国際協力の必要性 性の考察

の考察

（地理Ｂ） （地理Ｂ）

○世界の資源・エネルギーなどの問題 ○世界の資源などの大観

を大観

公民科 （現代社会） （現代社会）

○公害の防止と環境保全 ○公害の防止と環境保全

○持続可能な社会の形成に参画すると （新設）

いう観点から課題を探究する活動

（倫理） （倫理）

○環境などにおける倫理的課題の探究 ○環境などにおける倫理的課題の追究

（政治・経済） （政治・経済）

○持続可能な社会の形成が求められる （新設）

現代社会の諸課題を探究する活動

○国際社会の政治・経済における地球 ○国際社会の政治・経済における地球

環境と資源・エネルギー問題などの 環境問題などの考察

探究

※ 新学習指導要領は平成25年度から年次進行で実施（理科は24年度から先行実施）



新学習指導要領(平成21年告示) 旧学習指導要領(平成11年告示)
高等学 理科 ○持続可能な社会をつくることの重要 （新設）
校 性も踏まえながら環境問題等の内容

を取り扱う（内容の取扱い）

（科学と人間生活） （理科基礎）
○エネルギーの変換と保存、有効利用 ○電気エネルギーの利用
○プラスチックや金属の種類、性質、 （新設）
用途と資源の再利用

○身近な自然景観と自然災害 （新設）

（物理基礎） （物理Ⅰ）
○水力、化石燃料、原子力、太陽光な ○エネルギーの変換と保存
どを源とするエネルギーの特性、利
用

（物理Ⅱ）
○放射線及び原子力の利用とその安全 ○放射線及び原子力の利用とその安全
性の問題（「物理Ⅱ」から「物理基礎」に移行） 性の問題

（化学基礎）
○金属やプラスチックの再利用 （新設）

（生物基礎） （理科総合Ｂ）
○生物の多様性と生態系 ○生物の多様性、生態系

（生物） （生物Ⅱ）
○生態系のバランスや生物多様性の重 ○生態系とその平衡
要性

（地学基礎） （地学Ⅰ）
○大気の熱収支、大気、海水の運動 ○大気の熱収支、大気、海水の運動
○地球温暖化、オゾン層破壊 ○オゾン層の破壊などの地球環境問題
○日本の自然環境の恩恵や災害など自 （新設）
然環境と人間生活とのかかわりにつ
いて考察

（地学）
○大気の構造と運動、海洋の構造と海 ○大気と海洋の現象
水の運動

保健体 （保健） （保健）
育科 ○人間の生活や産業活動は、自然環境 ○人間の生活や産業活動は、自然環境

を汚染し健康に影響を及ぼすことも を汚染し健康に影響を及ぼすことも
あること、それらを防ぐための汚染 あること、このための様々な対策
の防止と改善の対策

○環境衛生活動は、学校や地域の環境 ○学校や地域の環境を健康に適したも
を健康に適したものとするよう基準 のとするよう基準が設定され、環境
が設定され、それに基づき行われて 衛生活動が行われていること
いること



新学習指導要領(平成21年告示) 旧学習指導要領(平成11年告示)

高等学 家庭科 （家庭基礎） (家庭基礎）

校 ○環境に配慮したライフスタイルにつ （新設）

いて考え、主体的に生活を設計

○環境負荷の少ない生活、持続可能な ○環境負荷の少ない生活を目指して生

社会を目指したライフスタイルを工 活意識や生活様式を見直すこと

夫し、主体的に行動する

（家庭総合） （家庭総合）

○持続可能な社会を目指して資源や環 （新設）

境に配慮した適切な意思決定に基づ

く消費生活

○資源や環境に配慮した生活を営むラ （新設）

イフスタイルを工夫し、主体的に行

動する

（生活デザイン） （生活技術）

○環境に配慮したライフスタイルにつ （新設）

いて考え、主体的に生活を設計

○環境負荷の少ない生活、持続可能な ○環境負荷の少ない生活を目指して生

社会を目指したライフスタイルを工 活意識や生活様式を見直すこと

夫し、主体的に行動する

総合的 ○観察・実験・実習、調査・研究、発 ○観察・実験・実習、調査・研究、発

な学習 表や討論などの学習活動 表や討論など体験的な学習，問題解

の時間 決的な学習

特別活 ○ホームルーム活動，生徒会活動，学 ○ホームルーム活動，生徒会活動，学

動 校行事 校行事

※ は平成21年告示において充実した内容

※ 新学習指導要領は平成25年度から年次進行で実施（理科は24年度から先行実施）


